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ょ）村（南あわじ市市（いち）三條）に来て⼈形操りを伝えたことが始まりといわれています。摂津・淡路

方も多いのではないでしょうか。

もともと鉈屋町は、北上川の⾈運を利⽤した商⼈町として栄えた町でした。そこに⼤きく寄与したのが、

上方から移り住んできた近江商⼈たちだったのです。また、２代盛岡藩主南部重信公は、近江出身の蒲生氏

郷の妹を⺟にもち、上方⽂化を好んだ⼈物であったと⾔われています。近江と盛岡は遠く離れていますが、

。そうした経緯や様々な史料から、淡路で⼈形繰りをしていた

鈴江家が南部重信公に請われて盛岡へ移住し、鉈屋町へ居をすえたのではないかと考えられてい

されたことは、従来の定説を覆す⼤発⾒でした。いままで淡路

ですが、現在⼦孫の方を中⼼に、レプリカ作成や北限の淡路⼈形芝居の再演

、岩⼿県⽴⼤学の協⼒を得て淡路

、衣装をデジタル・プリント

復刻版「北限の淡路⼈形」を使⽤して、本場淡路島の方々をお招きしての解説と上演
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